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 この研究は、⽔⽥ではいまだに⽥植・中耕除草・防除作業などが、泥中を歩いて作業しているので乗⽤化して労
働の質量両⾯の改善をはかろうとしたものである。まず このために⽥植機の乗⽤化を紙筒苗１）・マット苗で始
め、これが刺激となって乗⽤専⽤⽥植機が普及し、現在本道におけろ乗⽤機の導⼊は6条⽤で46%までになってい
る。
 そこで、これらの⽥植機の動⼒源を利⽤して⽔⽥中耕除草・防除作業を畑作同様のレベルまで引上げ、⽥植から
収穫まで⼀貫した乗⽤作業体系を確⽴しょうとした。このため、乗⽤⽥植機(4〜6条)の重量、⾛⾏特性が得られる
ようパディカルチベータ、スプレーヤ２）を開発した。カルテは歩⾏⽤動⼒カルテの作動部をそのまま利⽤し、スプ
レーヤは100㍑の薬液タンクと6.6m (20条)の噴霧竿を取付け、低圧・⼩量散布⽅式を案出した。カルテ作業は作
業回数1回でその効果は判然としないが、⽣稲わらすき込みによる⼟壌条件の劣悪化の防⽌に役⽴っことが期待され
ている。
 スプレー作業はドリフト３）がなく、現⾏のテッポウノズル４）による10数名の共同防除作業を1⼈で実施できし
かも1/10に省⼒できた。
 作物に対する影響は⾞輪による断根、同⾏時の押し倒しなどが起るが、全体的にみれば、数%の減収が⾒込まれ
る程度で、畑作における畜⼒からトラクタヘの移⾏当初と同様、作業が習熟すれば問題なくなると考える。

表１．作業別投下労働⽐較（中耕防除のみ）

作業別／出所別
農林統計
1980年 
⼈・時

⻑沼町実施農場
乗⽤1981年 

⼈・時

除算 ６．２ ２．１（５．６）

防除 １．５ ０．３（３．１）

耕種総計 ４４．２ ２０．０（２６．３）
⼈・時／１０ａ，（ ）内⾼⽔準

表２．⼀貫作業による⾒かけの減収（５７年度稲作部）

機 種 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

⽚側断根 ９３．７ ９２．１ ８７．８ １０１．１

両側断根 － ９４．８ － ９３．４

無処理 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

減収率 ２．２％ １．７％ ２．７％ ０％
各項の減収は⾞輪で直接影響をうけた作条、

減収率は全⾯積当

１） 紙筒⽤乗⽤⽥植機︓てん菜で⽤いるペーパーポット苗と同様の⽅式で育苗し、その苗を⽥植機にかけるが、能⼒向

上のため、トラクタ⽤（５０ＰＳ級）条ばらまき機（１２条）を試作し利⽤したのが乗⽤化の始めである。（昭和

５１年）

２） パディカルチ、スプレーヤ︓パディは⽔⽥の異、パディカルチは回転まぐわ式⽖を各条間１ヶあて作⽤するように

セットした（４〜６条）。スプレーヤは⼩型ロータリポンプで従来の１／５の吐出量で３３㎝×２０条を１⾏程で

⾏う。１００⽴の薬液１回の補給で約５０アールを散布する。（開発は５３年から）

３） ドリフト︓スプレーヤの噴霧圧⼒をあげてゆくと薬液が⾶散する。これをドリフトという。空中散布が１番ひと

い。これを防⽌するのにフォーム（泡）スプレーヤなどがある。本機は噴霧圧が５㎏／㎝２以上）を低くドリフト

がない。

４） テッポウノズル︓⼀般に⽔⽥共同防除で⽤いられている散布装置で、噴霧孔が３頭孔（遠近）のものが多く⼿持竿

につけられており、それを持って畦畔を歩きながら散布する。薬液をかぶるので２時間が限度とされている。この

作業を⾏うためには多数のホース持ちが必要、⾵向きが逆になると散布が著しく乱れ⼗分散布できない。

⽬次に戻る
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